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書評 と紹介

小
川
圭

治
著

『

神
を

め

ぐ
る

対

話

A5

判

新
し
い

神
概

念
を

求
め

て

ー
』

新
教
出
版

社
　
二

〇
〇
六

年
一

月
三
一

口

刊

x

＋

三

四
四
＋
一

二

頁

　
五
四

〇

〇
円
＋

税

花

　
岡

　
永

　
子

　
本
書
は、

高
度
な
バ

ル

ト

神

学
解
釈
を
土

台
と

し

た

神
概
念
の

探
究
の

書
で

あ
る

。

著
者
は

周
知
の

よ
う
に
一

九
六

〇
i
一

九
六

三

年
ま

で

バ

ー

ゼ

ル

大

学
神
学
部
の

カ

ー
ル

・

バ

ル

ト

の

も

と

で

神
学
の

博
士
論
文
を
執

筆
し
て

い

る
。

そ
れ

故
も
あ
っ

て

か
、

バ

ル

ト

の

神
理
解
を

遠
く
外
れ
た

議

論
は、

本
書
に

は

見
ら
れ

な
い

。

本
書
は、

二

〇
〇
五

年
に

至

る
迄
の

約
二

十
年
間
の

、

各
篇
が
そ

れ

ぞ

れ
一

章
と

な

っ

て

い

る、

神
を
め
ぐ
っ

て

の

十
八

篇
か

ら

な
る

論
文
集
で
、

m
部
構
成
で

あ

り、

各

部
は

六

章

（
論
文）

か

ら

成
り
立
っ

て

い

る
。

　
本
書
の

「

は

じ

め

に
」

に

書
か

れ
て

い

る
よ

う
に

、

第
−

部
で

は

神
．

人

間
・

自
然
の

三
一

論
的
構
成
に

よ

る
近
代
的

神
概

念
の

構
造
分

析
が

著

者
の

根
本
的
に

特
徴
と

な

る

思
考
と

な
っ

て

い

る
。

ま

た
第
H
部
か

ら

第

 

部
に

亘
っ

て

は
、

後
述
の

よ

う
に
、

五

段
階

構
造
に

よ

る

神
概
念
の

類

型

論
的
構
造
が
著
者
の

神
概
念
の

理
解
に

お

け
る

基

本
的
方

向
と

な

っ

て

い

る
。

本
書
の

中
心
的
な
神

概
念
は
、

キ
リ
ス

ト

教

神
学
で

の

父、

子
、

聖

霊
の

三
一

神
の

神
に

お

い

て

出
会
わ
れ
る

現

実
的
な

歴
史
に

お

け

る

神

と

見
な

さ

れ
て

い

る
。

　

本
書
の

各
章
と

な
っ

て

い

る

各
論
文
に

お

い

て

は
、

そ

れ

ぞ

れ
の

テ
ー

マ

で

そ

の

時
代
に

問
題
と

な

っ

て

い

る

主
に

ド
イ
ツ

の

神
学
者
と

バ

ル

ト

と

の

対
決
も

議
論
さ

れ

て

い

て
、

そ

こ

に

は

問
題
解
決
に

対
す
る

宗
教
哲

学
的、

神
学
的
な

並
々

な
ら

ぬ

意
欲、

情
熱
が

滲
み

出
て

お

り、

更
に

は
、

文
献
学
的
な

精
密
に

し
て

緻
密
な

探
究
の

痕
跡
も
露
わ
に

な
っ

て

い

る
。

そ

の

意
味
で

、

バ

ル

ト
的
な
パ

ー
ス

ペ

ク

テ
ィ

ヴ
か

ら

キ

リ
ス

ト
教

の

三
一

神
論
の

神
概
念
を
研
究
す
る
場
合
に
、

本
書
は

必
読
の

書
と

な
ろ

う
。

評
者
も
色
々

と

本
書
か

ら

学
ば
せ

て

頂
い

た
こ

と

に

先

ず
感
謝
し
た

い
。

こ

の

点
を

踏
ま

え
た
上
で
、

評
者
は

最
初
に

本
書
の

内

容
の

ポ
イ

ン

ト

の

み

を、

最
初
の

目
次
に

従
っ

て

記
述
し、

そ
の

後
で

評

者
に

と

っ

て

問
題
と

思
わ
れ
た

諸
点
を

簡
単
に

纏
め

て

述
べ

る

こ

と

に

し

た

い
。

　
一
　

本
書
の

構

成
と
そ
の

内
容

　
先
ず

本
書
の

目

次
を

記
し、

そ

れ

に

従
っ

て

本
書
全

体
を

概
観
す
る

こ

と

に

す
る

。

は

じ

め

に

第
−

部

状
況
内
に

お

け

る

神
の

問
題

　

第
一

章
　
現
代
に

お

け

る

神
の

問
題

　
　
】

状
況
と

し
て

の

無
神
論

　
二

神
学
に

お

け
る

近
代
主
義
の

克

服

　
　
三

イ
エ

ス

・

キ

リ
ス

ト

の

出
来
事
の

事
実
性

　

第
二

章
　
現
代
に

お

け
る
問
い

と

し
て

の

神

　
　
一

問
い

の

な

い

時
代

　
二

閉
鎖
文
化
の

問
題
　
三

主

観
主

義
の

　
　

自
己
閉
鎖
性

　
四

神
と

し

て

の

神
　
五

問
い

と

し
て

の

神
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第
三

章
　
神
か

ら
見
た

人
間
と

世
界

　
　
一

現

代
宗
教
に

お

け

る

神
の

問
題
　
二

神
か

ら

見
た
人
間

　
　
三

神
か

ら
見
た

世
界

　
第
四

章
　
宗
教
多
元
論
と

神
の

絶
対
性

　
　
な
ぜ

キ

リ
ス

ト

教
か

　
　
一

宗
教
多
元
論
の

問
題

　…
一

絶
対
性
の

概
念

　
　
三

　一

神
論
的

絶
対
主

義
の

突
破

　
四

結
論

　
第
五

章
　
〈

聖
な
る

も
の
〉

に

お

け

る

超

越
　

　
受
苦
に

よ
る

超
越

　
　
一

超
越
の

類
型
　
二

〈

聖
な
る

も
の
〉

の

類
型

　
　
三

神
の

受
苦
可
能
性

四

真
の

超
越
を

求
め

て

　
第
六
章

　
現

代
に

お

け

る

イ

エ

ス

と

の

出
会
い

　
　
希
望
な

き
時
代
の

　
　
　
　
　

希
望
に

つ

い

て

　
　
一

信
仰
職
制
会
議
　
ニ

ア

ジ
ア

的
状
況
の

中
で

　
　
三

希
望
の

灯
の

消
え

ゆ

く
中
で

　
四

終
わ

り
な
き

夜
の

希
望
の

詩

　
　
五

救
い

主
は

だ
れ

か

第
H
部
　
新
し

い

神
概
念
の

探
究

　
第
一

章
　
神
の

存
在
の

対
象
性

　
　
研
究
ノ

ー
ト
（
1
）

　
　
］

神
の

存

在
の

非
対
象
性
　
　
H
・

ブ

ラ

ウ

ン

の

場
合
　
二

信
仰

　
　
告
白
に

お

け
る

神
の

存
在

　
　
H
・

ゴ

ル

ヴ
ィ

ッ

ツ

ァ

ー
の

場
合

　一．一

生

成
に

お

け
る

神
の

存
在
　
　
E
・

ユ

ン

ゲ

ル

の

場
合

　
第
二

章
　
な

に

ゆ

え

に

「

自
然
神
学
」

の

新
し
い

可
能
性
な
の

か

　
　
「

新
し
い

問
題
提
起

　
昌

概
念
規
定
の

問
題

　
　
三

出
発
点
の

確
認

　
む

す
び

　
第
三

章

　
神
概
念
の

転
換
　
　
E
・

ユ

ン

ゲ
ル

の

バ

ル

ト
解
釈
を
手
が

　
　
　
　
　

か

り
と

し
て

　
　
研
究
ノ

ー

ト
（
2）

　
　
一

神
の

神
性
の

確
立

　
二

神
の

人
間
性
の

実
現

　

　
三

神
の

知
解
可
能
性

　

第
四

章
　
神
論
に

お

け
る
無
神
論
IlI

研
究
ノ

ー

ト
（
3

）

　

　
一

無
神

論
の

類
型
　
二

絶
対
的
超
越
性
の

要
求

　

　
三

批
判
原
理
と

し
て

の

無
神
論

　

第
五

章
　
生

け
る

神
　
　
教
義
学
的
考
察

　

　
一

神
に

つ

い

て

語
る

こ

と

　
二

三
一

の

神

　
三

創
造
す
る

神

　

第
六
章

　
神
概
念
の

類
型
的
構
成
11

方
法
論
的
序
説
の

試
み

　

　
一

宗
教
学
の

区
分
と

し
て

　
二

神
論
の

二

つ

の

断
面

　

　
三

神
概
念
の

五

類
型

四

展
望

第
m
部

新
し
い

神
概
念
か

ら

見
た

世
界
と

人
間

　

第
一

章

　
終

末
論

的
良
心
　
　
力

i
ル
・
バ

ル

ト

『

倫
理

学
講
義』

を

　

　
　

　
　

手
が
か

り

と
し

て

　

　
一

内
在
的
良
心
と

超
越
的
良
心

　
二

内
在
的
良
心
の

挫
折

　

　
三

神
学
に

お

け
る

良
心
論
の

位
置
　
四

超

越
的
良
心
の

動
的
現
実

　

　
性

　
第
二

章
　
力

ー
ル
・

バ

ル

ト
の

ル

タ
ー

理

解

　

　
は

じ

め

に

　
一

学
生

時
代
　
二

牧
師
時
代
の

説
教

準
備
の

中
で

　

　
三

神
学
形

成
期
の

中
で

　
四
『

教
会

教
義
学
』

の

形
成
の

中
で

　

　
五

倉
松
論
文
へ

の

疑

問
　
む

す

び

　
第
三

章
　
キ

リ

ス

ト

教
か

ら
見
た
生
と
死

　

　
一

問
題
の

出
発
点

　
二

生
と

死
の

五

段
階

　
第
四

章

　
西
田

幾
多
郎
と

キ
リ

ス

ト

教
　
　
滝
沢
克
己

の

思
索
を
手
が

　

　
　

　
　

か

り
と

し
て

　

　
一

接
触
の

原
型

　
　
第
一

期
　
二

対
話
の

深
化
　
　
第
二

期
と

第

　

　
三

期

　
三

肉
迫
と

拒
絶

ー
第
四
期

　
四

往
還
二

相
の

接
点
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第
五

章

　
弁

証
法

神
学
と

科
学

　
は

じ
め
に

　
一

弁
証
法
神
学
の

課
題
と

目
標

　
二

神
概
念
の

転
換

　
三

自
然

科
学
と

の

折
衝

第
六

章

　
新
約
聖

書
に

お

け

る

和
解
論
の

神
概
念

　
一

新
し
い

時

代
の

戦
争
と

平
和
　
二

自
爆
テ
ロ

の

エ

ー

ト
ス

ー

　
ベ

ト

ナ
ム

戦
争
か

ら

イ

ラ

ク

戦
争
へ

　
三

啓
蒙
の

自
己

矛

盾
と

近

　

代
化
　
四

新

約
聖
書
に

お

け

る

和
解
の

神
　
ま

と

め

　

右
の

内
容
に

お

い

て
、

第
−

部
一

章
で

は、

単
な
る

理

性
主
義
や
知

性

主

義
で

は

宗
教
や
信
仰
は

解
決
で

き
な
い

こ

と

が

述
べ

ら

れ、

神
学
で

の

近

代
主
義
は
、

信
仰
と

知
解
の

弁
証
法
と
し
て

の

神
学
認

識
論
（
1ー
バ

ル

ト

の

ア

ン

セ

ル

ム

ス

研

究
書
『

知
解
を

求
め

る

信
仰
』

、

一

九
三
一

年
）

に

よ
っ

て

成
就
さ
れ
る

と

考
え
ら

れ
て

い

る
。

二

章
で

は
、

和
辻

哲
郎
の

『

鎖
国』

か

ら
ヒ

ン

ト
を

得
て、

閉
ざ
さ

れ
た

文

化
の

衰
退
や

主

観
主

義

の

自
己
閉
鎖
性
を
突
破
す
る

に

は
、

バ

ル

ト
の

「

新
し

い

神
概
念
」

と

し

て

の

イ
エ

ス

・

キ

リ
ス

ト
の

啓
示
に

お

け

る

神
が

必
要
で

あ
る

こ

と

が

説

か

れ
る

。

そ
し
て、

イ
エ

ス
・

キ

リ
ス

ト

の

出
来
事
に

は
、

一

入
の

人
間

イ
エ

ス

の

死
と

復
活
が

結
び
つ

い

て

い

る

の

で
、

こ

の

よ

う
な

神
は、

人

間
の

理

性
に

と

っ

て

は、

永
遠
の

問
い

で

あ
り

続
け
る

こ

と

が

強
調
さ

れ

る
。

三

章
で

は、

著

者
は

近
代
主

観
主

義
の

内
容
を

人
間
の

自
我
絶
対
化

と

見
な
し、

こ

の

主

観
主

義
的
エ

ゴ

イ

ズ
ム

は
、

対
象
化
に

よ

る

観
察
や

実

験
か

ら
生
じ

て

く
る

科
学
的
世
界
像
の

理

論
的
自
然
理
解
が

大
掛
か

り

な

科
学
技
術
と

し

て

応
用
さ

れ

始
め

る

と
、

前
面
に

踊
り
出
て

く
る

と

言

う
。

し
か

も

科
学
的

世
界
像
の

前
進
に

よ

っ

て

ニ

ヒ

リ

ズ
ム

の

生

ず
る

こ

と

も

看
破
さ

れ
て

い

る
。

四

章
で

は、

「

キ
リ
ス

ト

教
の

絶
対
性
」

と

神

そ

の

も
の

の

絶
対
性
が

混

同
さ

れ
て

は
な
ら
な
い

と

さ

れ
な
が
ら

、

J
・

ピ

ッ

ク
の

『

宗
教

多
元

主
義
』

所

収
の

諸
論
文
や

P
・

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

の

『

組
織
神
学
』

で

の

批
判

的
現
象

学
や
日

本
の

古
谷
安
雄
氏
や

島
薗
進
氏

の

多
元
主
義
的
な
宗

教
研
究
に

対
す
る

評
価
や

批
判
も

語
ら
れ

て

い

る
。

更
に、

「

神
の

絶
対
的
一

性
」

と

い

う

用
語
は
、

N
・

ク
ザ
ー

ヌ

ス

に

よ

っ

て

初
め

て

用
い

ら
れ

た

こ

と

が

述
べ

ら

れ、

ま

た、

神
の

内
在
化
に

よ

る

人

間
の

自
己

絶
対

化
の

理

念
と

し

て、

1
・

カ

ン

ト

の

「

超
越
論
的
自

我
」

の

絶
対

性、

フ

ィ

ヒ

テ

の

「

絶
対
的
自

我
」 、

シ

ェ

リ
ン

グ
の

「

絶

対
者
」 、

へ

ー

ゲ
ル

の

「

絶
対
知
」

あ
る

い

は

「

絶

対
精
神
」

が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

五

章
で

は、

従
来
の

超
越
の

概
念
内
容
に

対
し

て
、

「

受
苦

可
能
性
」

が

そ

れ

と

し

て、

し

か

も
、

三
一

神
論
の

神
の

み
が

そ

れ
に

当

て

嵌
ま

る
と

さ
れ

て

い

る
。

六

章
で

は、

現
代
に

は

「

希
望
」

で

は

な

く
、

「

生
き

る

こ

と

に

耐
え

抜
く
」

こ

と

が、

ま
た、

希
望
の

モ

デ
ル

の

ヤ

コ

ブ
で

は

な

く
、

悲
し

み
の

預
言
者
エ

レ

ミ

ア

が、

ス

イ
ス

の

バ

ー

ゼ

ル

大
学
の

バ

ル

ト
の

亡
き

後
の

M
・

ロ

ッ

ホ

マ

ン

教
授
に

賛

同
し
な

が

ら
、

ふ

さ

わ
し

い

と

さ
れ
て

い

る
。

　

第
11
部
と

第
m
部
で

は
、

第
−

部
の

土
台
の

上
に、

神
探

究
と

そ
の

神

概
念
に

よ

る

世
界
と

人
間
理
解
が

語
ら
れ
て

い

る
。

先
ず

、

第
H
部
を

簡

単
に

概
観
す
る

と
、

一

章
で

は、

バ

ル

ト

の

論
理
に

即
し

て

い

る

E
・

ユ

ン

ゲ
ル

の

神
の

存
在
の

理

解
を

肯
定
し

て

い

る
。

二

章
で

は、

二

十
世
紀

の

ヒ

ト

ラ

ー

的
な

人

間
の

「

啓
示

可
能
性
」

に

す

り

替
え

ら

れ
て

い

る

「

自
然
神
学
」

概
念
が
避
け
ら
れ、

バ

ル

ト

神
学
か

ら

新
し
い

概
念

世
界

が

探
ら
れ

て

い

る
。

ま
た、

M
・

ル

タ

ー

の

自
然
神
学
に

対
す

る

拒
否
や

二

十
世
紀
の

か

の

有

名
な
E
・

ブ

ル

ン

ナ

ー

と
バ

ル

ト
と

の

自
然

神
学
論

争
に

つ

い

て

も
詳
論
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

論

争
の

背
後
に

は、

自
然

神
学

（733）161
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の

可
能

性
を

残
し

て

い

る

「

ド

イ
ツ
・

キ

リ
ス

ト
教
信
仰
運
動
」

に、

ナ

チ

へ

の

迎

合
姿
勢
と

い

う

政
治

問
題

も
存
し

た

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

三

章
で

は、

バ

ル

ト

の

神
概
念
に

対
す
る

ユ

ン

ゲ
ル

の

解
釈
を
手
が

か

り
に

し

て、

有
神
論
と

無
神
論

、

形
而
上
学
と

ニ

ヒ

リ

ズ
ム

の

対
立
を

超
え
た
所
に
、

し

か

も

独
我
論、

神
秘
主

義
的
か

つ

排
他
的
な
】

神
教
を

超
え
た
P
・

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

に

見
ら

れ

る

コ一
＝

論
的
一

神
論
」

が

新
し

い

神

概
念
と

し

て

示
さ

れ

て

い

る
。

バ

ル

ト

の

こ

の

時
期
の

神
論
は

父、

子、

聖
霊
の

三

位

格
が

「

固
有
分
与
論
」

で

あ
る

が
、

こ

れ

が

「

相
互
関

入
論
」

に

対
立
さ

れ

て

展
開
す
る

の

を

批
判
す

る

ユ

ン

ゲ
ル

の

考
え
を

著

者
は
示
し
つ

つ
、

し

か

も、

K
・

ラ

ー

ナ
ー

の

三
一

論
と

対

論
し

た
、

ユ

ン

ゲ
ル

の

論
文
「

〈

経
綸
的
三
一

論
〉

と

〈

内

在
的
三
］

論
〉

の

関
係
」

（
一

五

四
頁）

で

の

両
方
の

三
一

論
の
一

致
と

連
関
さ

せ

て、

三

位
格
の

「

固
有
分
与
論
」

と

「

相
互
関
入
論
」

と

の

両
者
が
バ

ル

ト
の

『
教
会

教

義
学
』

1
／
1
の

『

プ

ロ

レ

ゴ

メ

ナ
』

で

は

訂
正、

再
解
釈
さ

れ、

両
者

が
｝

致
さ

せ

ら
れ
て

い

る

と

述
べ

ら
れ

て

い

る

（
】

五

六
頁）

。

ユ

ン

ゲ

ル

で

の

バ

ル

ト
解
釈
を
右
の

如
く
修
正
し

つ

つ
、

著
者
は

「

神
の

存
在
は

生

成
に

お

い

て

あ
る
」

（
一

五

四
頁）

と

い

う
ユ

ン

ゲ
ル

の

テ

ー

ゼ
に

賛

同
し

て

い

る
。

神
概
念
の

支
配
す
る
思
考
と

こ

れ
に

対
す
る
反
逆
と

し

て

の

無
神
論
と

の

対
立
を

超
え
た

所
で

の
、

神
概
念
の

転
換
が
、

つ

ま

り、

「

真
の

神
に

し

て

真
の

人
」

な

る

三
一

神
へ

の

「

謙
虚
で

開
か

れ
た

神
認

識
」

へ

の

転

換
が

力

説
さ

れ

て

い

る
。

四

章
で

は
、

現
代
に

お

い

て

神
を

真
に

リ
ア

ル

な

神
と

し

て

論
じ

る

神
論
の

構
築
の

前
提
と

し

て
、

無
神
論

の

持
つ

積
極
的
な
意

義
と

役
割
が

論
究
さ

れ

て

い

る
。

へ

ー
ゲ

ル

の

初
期

の

論
文
「

信
仰
と

知
」

（
一

八

〇
二

年）

の

末
尾
で

の

「

思
弁
的
聖
金

曜

日
」

の

意

味
も、

神
概
念
の

相
対
化

、

「

絶

対
的
超

越
性
の

喪
失
を

克
服

し

て、

絶
対
的
超
越
性
の

要
求
を
回
腹
す
る
た

め
に

近
代
形
而
上

学
が

提

出
し

た

神

概
念
」

（
一

七
三

頁）

と

見
な
さ
れ、

こ

の

自
己

矛

盾
は、

テ

ィ

リ
ッ

ヒ

の

矛

盾
提
示

（

六
一

頁
）

と

類
似
し

て

い

る

こ

と

が
示
さ
れ
て

い

る
。

著
者
の

考
え

は
、

絶
対
的
超
越
性
の

要
求
が

徹
底
さ

れ、

有
神
論

か

ら
反

転
し
た

決
定
的
無
神
論
を

最
後
迄
歩
み

切
っ

た

後
の

「

神
の

死
」

に

よ
っ

て

初
め

て、

批

判
的
原
理

と

し

て

の

無
神
論
が

成
り
立
ち
得
る
と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

メ

タ

思
考
（
一

七

五

頁
）

に

よ

る
無
神

論
の

批
判
原
理
は、

歴

史
上
の

教
会
や

神
に

も

妥
当
す
る

と

見
な

さ
れ
て

い

る
。

し
か

し、

久
松

真
一

の

「

無

神
論
」

は
、

こ

の

線
上
に

あ
る
と

は

見
な

さ

れ
て

は

い

る

が、

「

絶
対

他
者
」

で

は

な

く
、

「

絶

対
自

者
」

（
Ω
ロ
⇒
N−
ω

色
σ
ω
け

）

が

こ

の

「

自
律
的
な

他
律
」

の

宗
教

の

根
底
に

は

存

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
モ

ノ

ロ

グ

す
る

と

し
て
、

「

覚
の

宗
教
」

は
、

対
話
な

き
独
語
の

宗
教
に

終
わ
る

と
、

批
判
さ

れ
て

い

る
。

五

章
は、

「

生

け
る

神
」

の

「

生
け

る
」

の

教
義
学

的
考
察
で

あ
り、

六

章
で

は
、

著
者
に

よ
る

神
概
念
の

五
類
型

（

二

〇
九

頁）

が

中
心
的
に

究
明
さ

れ
て

い

る。

A
型
か

ら
E
型
迄
で

の

神
と

見
な

さ

れ

る

も
の

が、

次
の

よ

う
に

分
け
ら
れ
て

い

る
。

A
型
で

は

人

間
の

崇

拝
の

対
象
と

な

る

力
あ
る

も
の
一

切。

B
型
で

は

A
型
の

中
で

形

態
を

持

つ

も
の
一

切
。

C
型
で

は

B
型
の

中
で

人
格
と

し

て

現
わ
れ
て

く
る

も
の

一

切
。

D
型
で

は
、

最
高
主
催
神
と

し
て

の

独
一

神
。

E
型
で

は

最
超
越

者
で

あ
り

な
が

ら
、

自
己

啓
示
す
る

父、

子、

聖
霊
の

三
一

神、

と
。

　

第
m
部
は、

人
間
と

世
界
に

関
わ

り
を

も

つ

右
の

E
型
の

三
一

神
と

い

う

著
者
の

所
謂
「

新
し

い

神
概

念
」

か

ら

世
界
と

人

間
が

見
ら

れ
て

い

る
。

一

章
で

は

「

終
末
論
的
良
心
」

が

中
心

的
に

論
究
さ

れ
、

二

章
で

は

バ

ル

ト
の

ル

タ

ー

理

解
が、

バ

ル

ト

の

学
生

時
代
以
降
の

活
動
の

各
時
期

に

従
っ

て

示
さ

れ
て

い

る
。

三

章
で

は、

「

生
と

死
」

が

以
下
の

如
く
五

162〔734｝
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書評 と紹介

段
階
に

分
け
ら

れ

て

い

る。

 
生
物
と

し

て

の
、

 
動

物
と

し
て

の
、

 

人
間
と

し

て

の、

 
個
体
と
し
て

の
、

 
精
神
と

し
て

の
、

「

生
と

死
」

と

し

て
。

四

章
で

は
、

滝
沢

克
己
の

第
一

義
と

第
二

義
の

イ

ン

マ

ヌ

エ

ル

（
11
神
わ

れ
ら
と

共
に

あ
り

）

が

手
が

か

り
と

さ

れ
て

、

「

西
田

哲
学
と

キ

リ
ス

ト
教
」

が
、

西
田
の

キ

リ
ス

ト

教
と

の

接
触
が

四

期
に

わ

け

ら

れ

て

順
次
論

究
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

の

核
心
は、

西
田

哲
学
の

「

包
括
的

場

所
の

論
理
」

は

第
一

義
と

第
二

義
の

イ
ン

マ

ヌ

エ

ル

の

対
立
と

断
絶
の

ま

ま

に

両

者
を

包
括
す

る

が
、

バ

ル

ト

で

は

第
一

義
の

イ
ン

マ

ヌ

エ

ル

（
神
は

す
べ

て

の

各
人
の

も
と

に

現
在
す
る

）

が

第
二

義
の

イ

ン

マ

ヌ

エ

ル

（

新
約
聖

書
の

イ
エ

ス

・

キ

リ

ス

ト

と

結
び
つ

い

た

排
他
的
原
理

の

神
）

に

先
行
す
る
と

い

う
図
式
が

認
め

ら
れ
な

い

と

い

う
こ

と

に

あ
る

。

五

章
で

は
、

バ

ル

ト

を

代
表
者
と

す
る

弁
証
法
神

学
で

の

神
学

的
科
学
批

判
が

試
み

ら

れ

て

い

る
。

と

い

う
の

も、

用
語
「

弁

証

法
神
学
」

は、

「

人
間
に

対
し

て

優
越
的
に

出
会
う
神
（
ま
た
は
超
越
者）

と

人

間
が

対

話
を
す

る

と

き

の

思
考
の

特
徴
を

意
味
す
る

表
現
」

（
三

〇
八

頁）

に

由

来
し
て

い

る
の

に

対
し

て
、

こ

の

神
学
が
「

危
機
神
学
」

と

も

呼
ば
れ

る

の

は、

神
の

内

在
化
に

よ
っ

て

自

我
や
人

間
の

絶
対
化
と

い

う

近
代
文
明

の

危
機
を
こ

の

神
学
が

強
調
し

た
が

故
で

あ
る

こ

と

が

示
さ

れ

て

い

る
。

そ
し

て、

第
−

部
一

章
の

概
論
で

も

述
べ

た
ア

ン

セ

ル

ム

ス

の

「

知
解
を

求
め

る

信

仰
」

（
ま
鑒

〇
二
国

霞
o

霧

言
9
＝
Φ
02

目）

を
「
知
解
す
る

た

め

に

我
信
ず
」

（
6

誘
匹

P

暮
一
三
Φ
一一
膩
四

ヨ）

か

ら

理

解
す
る

バ

ル

ト
の

現
代

神
学
の

認

識
論
が

究
明
さ

れ
る

。

最
後
の

六

章
で

は
、

三
一

神
で

の

和
解

の

倫
理
の

出
発
点
が、

新

約
聖

書
の

以

下
の

五

ヶ

所
に

求

め
ら

れ
て

い

る
。

 
ロ

マ

五
・

八

−
一
一
、

 
ニ

コ

リ
五
・
一

八

−
二
一

、

 
エ

フ

ェ

ニ

ニ

四

−
一

八
、

 
コ

ロ

】

二

九
−

二
一
二

、

 
ロ

マ

一
一
．
一

五
。

　
以
上
が

、

る
。

本

書
の

要
点
を

評

者
が

目

次
に

沿
っ

て

纏
め

た

も

の

で

あ

　
二

　
本
書
の

問
題
点
に
つ

い

て

　
残
さ
れ
た

紙
面
で、

以
下
に

評
者
に

と

っ

て

問
題
と

思
わ

れ
る

点
を
ご

く
簡
単
に

記
し
て

お

き
た
い

。

最

初
に

述
べ

た
よ
う
に、

本
書
は

バ

ル

ト

の

考
え
を

基

盤
と

し

た

神
学
的
な

大

著
で

あ

る。

が
、

第
一

の

問
題
点

は、

著
者
が

本
書
で

最
も
強
く
主

張
す

る

点
で

は

あ
る

が、

諸
宗
教
の

神

概
念
が

相
対
化
さ

れ、

三
一

神
の

み

に

お

い

て

絶
対
的
超

越
者
が

啓
示
さ

れ
る

（一

二

四

頁）

と
い

う

点
で

あ
る

。

旧
約
聖

書
を

ほ

ぼ

同
一

教
典
と

す
る
ユ

ダ
ヤ

教
や

イ

ス

ラ

ム

教
は

イ
エ

ス

を

キ

リ

ス

ト
と

は

認
め
ず

、

仏

教
も
三
一

神
論
の

神
を

絶
対
的
超

越
者
と

は

理

解
し

な

い
。

し

か

し
、

カ

ト

リ
ッ

ク

も
第
ニ

バ

チ
カ

ン

公
会
議
（
一

九
六

ニ

ー
一

九
六
五

年）

以
降

は
、

そ

れ

迄
は

神
を
立
て

な

い

の

で

宗
教
と

は

認
め

な
か

っ

た

仏
教
を
も

宗
教
と

認
め

ざ
る

を
得
な

く

な
っ

て

き

て

い

る
。

そ

の

上、

新
約
聖
書
に

も

神
と
一

な
る

イ
エ

ス
・

キ

リ
ス

ト
が

神
に

従
う

時
が

到

来
す
る

と
述
べ

ら

れ

て

い

る

（
一

コ

リ
一

五
・

二

八、

ヨ

ハ

一

〇
・

三

〇）
。

ま

た

宗
教

哲
学
的
に

は、

宗
教
経
験
は
、

少
な
く
と

も

世
界
宗
教
で

は

根
源

的
に

は

通

底
し
て

お

り
、

唯
そ
の

表

現

形
態
が

各
宗
教
で

の

文
化

、

伝
統

、

風

土、

言
語
等
々

に

よ
っ

て

相
違
し
て

き
て

い

る

に

す
ぎ
な
い

と

理

解
さ

れ

得
る

。

し
か

も、

滝
沢
の

語
る

「

第
一

義
の

イ

ン

マ

ヌ

エ

ル
」

（
「

神
わ

れ

ら
と

共
に

あ
り

」

の

原
事
実）

が
、

「

第
二

の

イ
ン

マ

ヌ

エ

ル
」

（

原
事
実

の

イ

エ

ス

・

キ

リ

ス

ト

を

介
し

て

の

自
覚
）

に

先
行
し

、

万
人
に

よ

っ

て

万
人
に

共
通
の

霊

性
に

よ

っ

て

自
覚
さ

れ

る

時
が
、

二

〇
〇
一

年
九
月
一

一

凵

の

ア

メ

リ
カ

の

世
界
貿
易
セ

ン

タ
ー

を

中
心
と

す
る

多
発
テ

ロ

に

お

（735）163
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い

て
、

到

来
し
て

い

る

と

理

解
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

諸
宗
教
に

通
底
す
る

神
経

験
が、

正
に

今、

万
人
に

よ

っ

て

求
め

ら
れ

る

時
と

理
解
さ

れ
る

か

ら
で

あ
る

。

　

第
二

の

問
題
点
は、

西
田

哲
学
の

絶
対
無
の

場
所
で

「

内
在
即
超
越、

超
越
即
内

在
」

（
『

西
田

哲
学
全

集
』

岩
波

書
店、

一

九
六

五

年、

四
五

九

頁）

が

絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一

的
に

成
立
す
る

こ

と

か

ら

す
る

と、

超
越

即
内
在
の

み

の

視
点
で

神
概
念
が

考
察
さ
れ
る

の

は
、

最
早
時
代
の

要
求

に

ふ

さ

わ
し

く
な

い

の

で

は

な
い

か

と
い

う
点
で

あ
る

。

絶
対
的

超
越
者

の

内

在
化
の

み

で

は

な

く
、

逆
に

内
在

的
超
越
の

視
点
か

ら
も
、

つ

ま

り、

人

間
が

個
的
自
覚
を
深
め

て

「

世
界
の

自
覚
」

の

開
け
へ

と

自
ら

の

内
か

ら
も

外
か

ら

も
開
け
て

行
く
と

い

う、

こ

れ
迄
と

は

逆
の、

後
期
の

西
田

哲

学
的
な

視
点
も

、

キ

リ
ス

ト

教
に

は
開
け
て

い

る

の

で

は

な
い

か

と

い

う

問
題
で

あ
る

。

内
在
的
超
越
が

、

著
者
の

述
べ

る

ニ

ー
チ
ェ

的
な

近
代
的
な
人

間
絶
対
主

義
に

至
ら

な
い

で

済
む

方
向
は
、

T
・

ボ

ー
マ

ン

や
有
賀
鐵
太

郎
の
ハ

ヤ
ト

ロ

ギ
ア

で

主
張
さ

れ

て

い

る

旧
約
聖
書
の

生
成

し
、

働
く、

働
き
と
］

な
る

神
や

新
約
聖

書
の

、

西
谷
啓
治
の

指
摘
す
る

ケ

ノ

ー

シ

ス

（

フ

ィ

リ一

 

七、

屏
Φ

昌
o
臨
ω

「

白
己
空

化
」

、

『

西

谷
啓

治

著
作
集』

第
［

○
巻、

創
文
社、

冖

九
八

七

年、

三
一

頁
）

に

も

示
さ

れ

て

い

る
。

久
松
の

無
神
論
で

の

「

自
律
的

他
律
」

が

対
話
な
き

独

語
の

宗

教
に

終
わ

る

と

本
書
で

は

批
判
さ
れ
て

い

る

が
、

久

松
で

の

無
神

論
は、

場
所
論
と

し

て

は

語
ら

れ

て

は

い

な
い

も
の

の、

久

松
の

主

張
す
る

FA

S
（

F11

聞
o
同

巳
 

器
ω
 

罵

無
相
の

自
己、

A11

》
＝

竃
穹
紅
コ
α

全
人

類、

S
−1Qo

ロ
O

奠
三
ω
什

O
ユ
o

巴

＝
一

ω

8
「

賓

歴

史
を

超
え

て

歴
史
を

創
る
こ

と）

の

内
で

考

察
さ

れ
て

い

る

の

で、

語

ら
れ
て

は

い

な

い

が、

当
然

「

白
律
的
他
律
」

は

常
に

同
時
に

「

他
律
的
自
律
」

で

な
け
れ
ば

な
ら
な

い

側
面
を

含
ん

で

い

る
。

何
故
な
ら、

禅
定
で

は
、

個
は

無
心
で

あ
り
、

自
律
と

他

律
の

区

別
は

超
え

ら
れ

て

い

る

の

だ
か

ら
。

久
松
の

「

自
己
」

は
無
相
で

あ
っ

て、

森

羅
万

象
の

真
の

自
己
に

通
底
し

て

い

る

の

で
、

森

羅
万
象
と
の

対
話
が

当
然

成
り
立
つ

筈
な
の

で

あ
る

。

　

第
三

の

問
題
点
は、

第
m
部
一

章
で

の、

生
と

死
の

五

段
階
で、

五

段

階
目
に

「

精
神
と

し
て

の

生
と

死
」

が
挙
げ
ら
れ

て

い

る

（

二

七
四

頁
）

こ

と

で

あ
る
。

本
書
の

著
者
も
述
べ

て

い

る
へ

ー

ゲ
ル

の

絶
対
精
神
に

見

ら

れ

る

よ

う
に

、

近
代
的
な
自
我
や

人
間
の

絶
対
化
の

方
向
を

作
り

出
し

た

の

は
、

正
に

精
神
で

は

な

い

か
。

と

い

う
の

も
、

評
者
は

、

「

精
神
的

な

生
と

死
」

の

後
に

内
在
的
超
越
者
に

し

て

同
時
に

超
越
的

内
在
者
で

も

あ
る

「

絶
対
無
の

場
」

の

開
け

と

し

て

の

神
の

「

大
な

る
い

の

ち
」 、

「

永

遠
の

い

の

ち
」

、

「

根
源
的
い

の

ち
」

が

経
験
さ

れ
な

け

れ
ば
、

人
間
の

精

神
の

生
も
耐
え
切
れ

な
い

と

思

う
か

ら

で

あ
る
。

　

第
四
の

問
題

点
は

、

先
述
の

ア

メ

リ

カ

で

の

多
発
テ

ロ

事
件
以
来、

キ

リ
ス

ト

教
の

み

な
ら
ず
一

切
の

宗
教
は

、

歴
史
上
の

自
ら

の

悪
の

自
覚
な

く
し
て

は、

最

早
生
き

永
ら
え
る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

は

な

い

か

と

い

う
点
で

あ
る。

本
書
は、

キ

リ
ス

ト

教
の

著
者
の

所
属
宗
派
で

の

み
妥
当

は

し
て

も
、

そ

の

外
で

は

妥
当
し
な

い

こ

と

を

評
者
は

恐
れ

る
の

で

あ

る
。

十
五

年
程
前
に

京

都
フ

ォ

ー

ラ

ム

の

初
代
座
長
の

物
理

学
者
の

今
は

亡

き
禅
者
の

S
京

都
大
学
名
誉
教
授
が、

「

キ

リ

ス

ト

教
は

、

今
迄
の

歴

史
を

振
り
返
っ

て

み

る
と

〔

人
殺
し

の

宗
教
〕

に

見
え
ま
す
ね
」

と

ニ

コ

ニ

コ

微
笑
み

な

が

ら

語
ら

れ

た

言
葉
が
、

評
者
の

心
か

ら
決
し
て

消
え
て

行
か

な
い

。

こ

の

言
葉
は

、

す
べ

て

の

宗
教
に

当
て

嵌
ま
る

と
理

解
し
て

お

り、

し

か

も

評
者
へ

の

自
戒
の

言
葉
と

も

な
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。
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